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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、Bergman空間論と呼ばれる関数空間の研究についての論文である。Bergman 空間及び
調和 Bergman空間は、1922年 Stefan Bergmanによって提唱された空間であり、正則関数もしく
は調和関数であり、かつルべーグ２乗可積分である関数全体の成す空間である。Bergman 空間は再
生核 Hilbert空間であることが知られており、特に Bergman空間の定義域が球であるとき、再生核
は具体的に知られている。そのことから Toeplitz作用素の有界性、コンパクト性、Schatten族に属
する必要十分条件等が研究されている。R.R.Coifman と R.Rochbergは Bergman空間の元を再生核
を用いた級数で表せることを示した。この級数表示はアトム分解と呼ばれる。 
 本論文では滑らかな有界領域上の調和 Bergman空間について考察した。領域が球でない場合は再
生核は具体的な表示を持たない。しかし、近年 H.Kang と H.Koo によって再生核の評価が与えられ
たことに触発され研究を進め、アトム分解を得ることに成功した。さらに、再生核ではないが再生性
は持つ核についても考察し、調和Bergman空間の元がその核を用いた級数で表されることを示した。
その結果を利用して Toeplitz作用素が Schatten族に属する十分条件を与えた。 
 本論文は次の５節から成る。１節では本論文の背景・主結果の主張を述べる。２節では調和
Bergman 関数が再生核を用いた級数表示を持つことを示す。３節では B.R.Choe と H.Koo と H.Yi
によって与えられた再生核とは別の再生性を持つ核を用いて調和Bergman関数に級数表示を与える。
また調和 Bloch関数に対しても同様な級数表示を与える。４節では重み付き調和 Bergman 空間の再
生核を用いて、調和 Bergman 関数に級数表示を与える。５節では応用としてこれらの結果を用いて
調和 Bergman空間上の Toeplitz作用素が Schatten族に属する十分条件を与える。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文では、有界領域上の調和関数からなる関数空間の１つである調和ベルグマン空間について考
察し、特にアトム分解に関して詳細に研究している。 
 調和関数でルベーグ空間に属するものは調和ベルグマン関数と呼ばれ、調和ベルグマン核と呼ばれ
る再生核を用いて積分表示される。また、調和ベルグマン関数全体のなす関数空間は調和ベルグマン
空間と呼ばれるバナッハ空間である。複素平面の単位円板上の正則函数からなる関数空間からはじま
ったベルグマン空間論も現在では、高次元空間へと展開され、壮大な理論を築きながら発展している。
一方、もともとの単位円板上の理論も完成してしまったわけではなく、今なお活発に研究され発展し
ている研究領域である。アトム分解はハーディ空間で導入されその応用の広さから大成功を収めた。
現在ではベゾフ空間トリーベル-リゾルキン空間などの関数空間の研究に不可欠な道具としてクオー
ク分解などの一般化が試みられている。 
 本論文では、 近年進展している調和ベルグマン核の評価をもとに、調和ベルグマン空間及びその
双対空間である調和ブロッホ空間に対するアトム分解が与えられている。球や半空間など対称性が高
い場合と異なり、明示的なベルグマン核の形が知られていない一般領域上の研究は非常に少なく、本
論文はその方面への発展に大いに寄与するものである。さらに応用として、シャッテン族テプリッツ
作用素に関する結果が得られている。これらの結果は、２本の論文にまとめられ、査読付き雑誌に掲
載及び掲載決定されている。 
以上により、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
